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大学の公開講座におけるスチューベン染色の実践報告

Ⅰ．はじめに
　スチューベンは，国内生産のほとんどを東北地
方が占める津軽特産の黒ブドウである。そのまま
生で食するだけでなく，色や香りを生かしたジャ
ムやジュースなど，加工食品としても多数商品化
されているが，布の染色など被服関連の利用は見
られない。地域の特産品を利用した染色品とし
て，リンゴやサクラを用いた手工芸品が売られて
いるが，染色材料は果皮ではなく，剪定した枝の
樹皮であり，一般市民が手軽に入手できるもので
はない。これに対して，消費者が食した後のブド
ウ果皮を染色材料として利用できれば手軽であ
り，廃棄物の活用の点からも望ましいと考える。
我々は先に冷凍のスチューベン果皮を染色材料と
した無媒染染色を行い , 主な含有色素がアントシ
アニン類であること，絹布，綿布ならびに羊毛布
を染色すると様々な色の染色布が得られること，
繊維の種類により濃色に染まる条件が異なるこ
と，染色布が抗菌性，紫外線遮蔽性を持つなど有
益な付加価値があることを報告した１）。さらに，
種々の金属を媒染剤として後媒染染色することに
より，様々な色相の染色布が得られること，媒染
剤の種類を選べば無媒染染色布に比べ種々の堅ろ
う度が向上すること，抗菌性が一層向上すること
など媒染による効果について明らかにした２）。

　東北女子大学地域資源活用研究センターでは，
地域に存在する各種の資源および素材等を収集
し，地域社会の発展・向上に資するために，平成
23年から公開講座を実施している。これには地
域の植物を用いた染色，野菜および魚を使用した
食育クッキング，食育講座，文学講座など毎年８
つ程度のテーマがあり，受講者は，広報誌や大学
ホームページ，チラシ，ポスターなどにより情報
を得て応募した一般市民である。このうち筆者
は，平成24年度から染色の講座を担当してきた。
例年，この染色講座の受講者は，小学生から70
才代と年齢層が幅広く，リピーターが多い。平成
26年度までは，染材として大学敷地内で採取し
たクルミの殻およびヨモギや身近にあるタマネギ
外皮を用いていた。作品は毎年身近で安価な綿の
ハンカチやコースターなどとしている。これまで
の公開講座の持つ役割を考えると，大学教員に
とっては，自らの持つ経験に基づき，染色技術を
受講者に伝達できる喜びや，自らと同様に染色に
興味を持つ人々を増やすことへの満足感など，地
域への貢献が挙げられる。一方，受講者にとって
は，染色を楽しむ，模様付けを工夫する，人と交
流する，作品が得られるなど，主に楽しみが考え
られる。しかし，スチューベン果皮を利用した布
の染色の成果を元にすれば，その繰り返しで終わ
ることなく，公開講座の意義をより高次に引き上
げることができると考える。すなわち，講師に
とっては染色を研究テーマにすることで，種々の
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植物を用いた染色布の有益な性質を受講者に伝え
る情報発信の機会となり，受講者にとっては毎年
講座に参加しても，その都度新しい知識を深めら
れ，大学という教養の場に触れられる機会となる。
　平成27年度以降の公開講座では前述の研究結
果１，２）を生かし，染色材料を冷凍果皮から加工場
より廃棄されたジュースの搾りカスに，防染に用
いる用具を割箸からアイスクリーム用の棒に，媒
染剤を１種類から２種類に変え，さらに平成29
年度には染色温度を80℃から室温に，媒染剤を
２種類から４種類に改良を試みた。その実践報告
ならびに成果報告を述べる。

Ⅱ．実験
Ⅱ－１．日程，試料布および試薬
　スチューベンを用いた染色講座の開催日時は，
平成27年度は４月29日（水）10時～12時30分の
150分間，受講者は小学校１年生，３年生，６年
生が各１名，40才代から70才代の成人が９名の
計12名で，女性が11名，男性が１名だった。班
構成は１班４名×３班とした。平成29年度は９
月30日（土）ならびに10月14日（土）９時30分～
11時の90分間で受講生は20才代の女性が３名
だった。
　布は，リピーター受講生を考慮し，平成27年
度は綿ハンカチ（45×45 cm2，12 g / 枚，薄手ロー
ン）を，平成29年度は綿エコバッグ（26×33 cm2，
26 g / 枚，シーチング）を用いた。それぞれ㈱田
中直染料店，㈱誠和より入手した。実験に先立ち，
沸騰水中で糊抜きをして使用した。それに加え
て，先行研究１，２）と同様の絹（羽二重14目付，
平面重54.6 g/m2，厚さ0.10 mm），綿（金巾３号，
平面重96.5 g/m2，厚さ0.20 mm）ならびに羊毛（モ
スリン，平面重144.0 g/m2，厚さ0.33 mm）も用
いた。いずれも平織物，JIS 染色堅牢度試験用添
付白布で，日本規格協会から入手した。試薬は，
助剤として㈱誠和より入手した濃染剤「木綿草木
染用濃染剤ディスポン（成分：特殊カチオン性高
分子）」を，媒染剤として市販の焼ミョウバン
（AlNH4（SO4）2・12H2O），各々，ナカライテスク

㈱，㈱誠和および㈱田中直染料店より入手した硝
酸カルシウム四水和物（Ca（NO3）2・4H2O），木酢
酸鉄液および錫液を使用した。

Ⅱ－２．方法
Ⅱ－２－１． スチューベン廃棄物を利用した色素

液の抽出
　色素液の抽出は以下のように行った。ハンカチ
染色は，スチューベンの搾りカス400 g と水2 dm3

を混合し加熱して80℃に達した後，この温度を
20分間維持して色素を抽出した。一方，エコバッ
グ染色では搾りカス800 g と水3.2 dm3を混合し，
以下はハンカチの場合と同様に行った。比較のた
めの冷凍果皮染色では，先の研究１，２）を元に，冷
凍果皮100 g と水0.1 dm3を混合し，以下は搾りカ
ス染色と同様にした。

Ⅱ－２－２．布の濃染処理
　これまでの研究１，２）および経験から，絹と毛に
比較して，綿は濃色に染まりにくいため，予め，
以下の方法により前処理３，４，５）をした。80℃の水
7 dm3に濃染剤25 g を混合した溶液中に，布を入
れ，20分間撹拌した後取り出し，流水で振りす
すぎを行い，実験室内で乾燥し，保存した。

Ⅱ－２－３．防染による模様付け
　模様付けのための防染として，受講者に，以下
のように簡単にした絞り染めや板締めの方法を伝
授し，これらを組み合わせて自由にデザインさせ
た。絞り染めは糸で絞るのが正式であるが，これ
までも受講者の裁縫経験が少ないことを考慮し，
糸よりも扱いやすい輪ゴムまたはポリエチレン製
平テープで布を絞る方法としてきた。また，簡便
な板締めとして，割箸を用いて行っていた。これ
に対し，27年度以後は割箸をアイスクリーム用
の棒に変えた。この理由は割箸の形状は幅が狭
く，厚みが厚く，長いのに対し，アイスクリーム
用の棒は平らで幅広く，長さが短いため扱いやす
いからである。このアイスクリーム用の棒で，た
たんだ布をはさみ，輪ゴムで留めてから平テープ
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で締める方法を取り入れた。このほか，輪ゴムで
しばる，パールビーズを布にかぶせて輪ゴムで留
める，布に結び目をつくるなど，初心者にも容易
な種々の手法４，５）を紹介した。

Ⅱ－２－４．布の染色および仕上げ
　防染した布を水で膨潤させた後，以下の手順で
ハンカチおよびエコバッグの染色３）を行った。
ハンカチは1.6 dm3の染色液に４枚を浸漬し，
80℃で20分間，菜箸を用いて撹拌した。一方，
エコバッグは「綿布は加熱しない室温での染色で
濃色となる」という先の結果１）を元に，4 dm3の
染色液に４枚を浸漬し，室温で20分間撹拌した。
布を取り出して軽く絞った後，媒染液1.6 dm3に
20分浸漬させる後媒染染色２）を行った。26年度
までは焼ミョウバンでのみ媒染染色を行っていた
が，27年度以後は先の研究成果２）を元に，ハン
カチは硝酸カルシウム，エコバッグは木酢酸鉄液
ならびに錫液も用意し，受講者が色彩を選択でき
るようにした。媒染液の濃度２）は焼ミョウバン 
は2 mmol/dm3，硝酸カルシウムは50 mmol/dm3

とした。木酢酸鉄は濃度４%，錫は濃度20%とし
た。媒染染色後は，1.5 dm3の水で振りすすぎを
２回行った後，洗濯機で20秒脱水し，防染用の
輪ゴムなどを除去し，自然乾燥させた。実験に先
立ち，絹，綿および毛の布を用いて，染色材料
が搾りカスの場合と平成26年度まで使用してい
た冷凍果皮の場合を比較した。このとき，冷凍
果皮染色では上述のハンカチと同様の条件で染
めた。

Ⅲ．結果および考察
Ⅲ－１．搾りカス抽出液と冷凍果皮抽出液の比較
　スチューベンによる絹，綿および毛の媒染染色
において，染材が搾りカスの場合と冷凍果皮の場
合を比較した。染色後の布の写真を図１に示した
が，搾りカスの方が冷凍果皮に比べ，いずれの繊
維でも黄みのある色になった。この理由として，
本講座で使用した搾りカスの中には，果皮のほか
に種子や軸が混在するためと考えた。先に報告し

た研究結果１）でスチューベン果皮の含有色素６）

について考察したが，種子や軸には果皮よりも多
い比率でタンニン類が含有される７，８）ことから，
この影響によるものと思われる。

図１　搾りカスと冷凍果皮で媒染染色した
　　　絹布，綿布，羊毛布の写真

 
 

 

   

 

   
 

 

   

 

   

    

Ⅲ－２．公開講座での染色と受講者の反応
　輪ゴム，平テープ，パールビーズ等を用いてハ
ンカチおよびエコバッグを絞る様子を図２（A）～
（D）に示した。小学校１年生を含む受講者全員
が，予定時間内に防染の作業を終えることがで
き，これは，用具や方法を工夫した成果だと考え
られる。また，パールビーズを用いた防染では，
小学生でも作業がスムーズに進められたが，これ
は直径が0.3～0.8 cm と小さいビーズを用いた成
果と言える。
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（A） （B）

（C） （D）

図２　布を絞る様子

　染色中の様子を図３（A）および（B）に示した。
染色中，受講者たちはブドウの香りが漂う中で，
時間経過とともに布がしだいに濃く染まっていく
様子を楽しそうに観察していた。また，媒染剤に
布を入れたときの色の変化や，媒染剤による色の
違いに驚きの表情を見せていた。

（A） （B）

図３　染色する様子

　制作中および完成した作品の写真を，図４（A）
～（C）に示している。受講者たちは防染した部
分が白く染め残り，模様付けできたことに歓声を
あげていた。
　また，染色液が１種類であっても，媒染剤を変
えることで染色布の色が異なることに，受講生た
ちは大変興味を持った様子で，数種類の媒染剤を
使用した効果がみられた。受講者の約半数が，藍
染，サクラの樹皮，タマネギ外皮などの植物を利

用した染色の経験者であったが，スチューベン等
のブドウで染色した者はいなかったためか，受講
者アンケートでは「スチューベン染色講座は満足
感があった」との感想を得た。また，受講者から，
家庭や勤務する幼稚園での実践や，媒染剤に関す
る質問が多く出て，本講座は染色全般に対する興
味関心の向上にも貢献したと言える。各受講者が
簡便な防染や板締めの手法を組み合わせて創出し
た個性的な模様には，想定を上回るデザインもあ
り，筆者ら講師にとっても発展性のある講座と
なった。

Ⅲ－３．公開講座の成果と今後の展望
　本公開講座において，先の研究成果１，２）を生か
し , 染色方法を変更した点は，平成27年度以降は
染色材料を冷凍果皮から搾りカスに変えたこと，
防染による模様付けは割箸をアイスクリーム用の
棒に変えたこと，媒染剤の種類を１種類から２種
類に増やしたことの３点，平成29年度はこれに
加えて，より安全な室温で染色したこと，媒染剤
の種類を４種類に増やしたことであった。これら
の改良により成果が見られ，中でも，アイスク
リーム用の棒の使用には防染作業のしやすさだけ
でなく，染色液に浸漬する際の布のかさを小さく

（A） （B）

（C）

図４　仕上げおよび完成後の写真
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する効果もあり，染めムラ防止や染色液の減量に
も役立った。また，室温で染色したエコバッグが，
高温で染色したハンカチに比べ濃色に染まり，安
全で加熱までの時間が短縮できる染色方法である
ことが確認できた。
　来年度以降の公開講座では，繊維の種類によっ
て染色時間を変える，膨潤の手間を省く，さらに
媒染剤の種類を増やす，図５に示した媒染剤の種
類を変えて染色した布の色見本カードを作成し，
受講者に提示して媒染剤を選択しやすくする，受
講者に，スチューベン色素が抗菌性やUVカット
性をもつことを伝えるなど，先行研究で得られた
成果１，２）をさらに取り入れ，一層充実した内容を
目指したいと考える。

Ⅳ．まとめ
　一般市民を対象とした公開講座でスチューベン
染色を実践したところ，次のようなことがわかっ
た。
（1） 廃棄物であるスチューベンジュースの搾りカ

スを染材として用いたところ，容易に色素液
の抽出ができ，綿のハンカチおよびエコバッ
グの染色が可能であった。

（2） 得られた染色布の色は，冷凍果皮に比べ黄み
を帯びた色になったが，これは搾りカスにタ
ンニン類を多く含むためと考えられる。

（3） 防染の用具や方法を工夫したことにより，低
学年の児童から高齢者まで簡単に実践できる
内容となった。今後も受講者の年齢や技術力
に合わせて改良を目指す。

（4） 室温で染色したところ，高温染色よりも濃色
に染色でき，児童にとってより安全な染色方
法であることがわかった。また，加熱時間が
省略できることから，今後は受講者へ染色布
の有益な性質や新しい情報を伝える時間をこ
れまで以上に増やすことができると言える。

（5） 媒染剤の種類を１種類から４種類と増やした
が，次年度以降は，さらに媒染剤の種類を増
やす，色見本カードを使用するなどの点を改
善する予定である。

図５　色見本カード

　以上のことから，公開講座で，ジュース加工場
から大量に廃棄されるスチューベンの搾りカスを
利用した染色が実践できることがわかった。ま
た，種々の媒染剤を用いることにより，様々な色
の染色布が得られた。これにより，廃棄物を活用
しながら津軽地方の特産品のひとつであるス
チューベンの知名度を上げ，被服分野からス
チューベンの商品価値を向上させることができる
と考える。今後は，スチューベンで染色した布や
糸を利用し，津軽の伝統工芸であるこぎん刺し作
品を制作することを考えている。

　本研究の一部は，科学研究費補助金（基盤研究
Ｃ，課題番号26350063）の助成により行われた。

付記
・本論文は2016年３月に弘前大学大学院教育学
研究科に提出した修士論文の一部である。
・図１～５のカラー写真は東北女子大学ホーム
ページ（http://www.tojo.ac.jp）でご覧ください。
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